
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「湯来地域における小学校・中学校に関する意見交換会」における議論のまとめ 

学校の役割・意義について 

【第１回意見交換会（令和 2 年 10 月）】 

学校統合・小中一貫教育校の設置について 

【第２回意見交換会（令和 2 年 11 月）】 

【第３回意見交換会（令和 3 年 2 月）】 

仮に、湯来地域において学校統合・小中一貫教育校の設置を進めた場合 

※ 同じ校種の学校の統合だけでは、小規模校の課題解決につながらないため、その
課題を最小化する解決策の一つとして、小中一貫教育校の設置が考えられる。 

 

○学校の設置場所等に関すること       ○学校統合の手法・プロセスに関すること 

○登下校時の移動手段等に関すること     ○学校の教育内容・教育体制に関すること 

○保護者・地域住民との合意形成に関すること 

 

 

 

 

○地域住民の活動・交流に関すること     ○交流人口の増加に関すること 

○学校以外の施設との連携等に関すること 

疑問点や意見 「地域コミュニティの核」としての役割を果たすための機能 

 

小規模化による教育面の課題を解消し、教育機関としての役割を果たすための取組について 

○授業内容・カリキュラムに関すること 

○地域資源・人材を活用した教育に関すること 

○部活動に関すること 

○ＩＣＴを活用した教育に関すること 

○地域内外の学校との交流活動に関すること 

○学校統合・小中一貫教育校の設置に関すること 

○学校施設・設備等に関すること 

○登下校時・学校間交流時の移動手段に関すること 

○ＩＣＴ環境に関すること 

内容面・ソフト面 環境面・ハード面 

  〇地域住民の交流の場     〇地域の活性化の場    〇地域の安全・安心の場 

   ・交流拠点（ハード）     ・賑わいの創出      ・子育て支援 

   ・交流機能（ソフト）     ・定住の促進       ・災害への対策 

〇子どもたちの資質・能力の育成の場  〇子どもたちが社会との関係性を構築する場 

                        ・社会性の育成  

                                          ・まちづくりを担う人材の育成 

教育機関 地域コミュニティの核 

【第４回意見交換会（令和 3 年 4 月）】 

 

 

○学校の設置場所 ⇒９学級の学校を新設する場合、建物と運動場で最低約９，０００㎡以上必要。 

○学校統合の手法・プロセス ⇒小学校同士・中学校同士の統合のみでは、教育面の課題解決につながらない。 

○登下校時の移動手段 ⇒公共交通機関が原則だが、それでも通学できない場合にスクールバスの導入を検討。 

○教育内容・教育体制 ⇒湯来地域における「ふるさと科」などの地域と協働した教育を実施。 

○合意形成 ⇒まちづくりの議論の中で、学校の在り方を地域として主体的に考えていく。 

 

 

議論のまとめ・今後の検討の進め方について 

学校統合・小中一貫教育校の設置を進める場合のイメージの提示、疑問点等に対する考え方 

これまでの意見交換会での議論を踏まえ、湯来地域として、学校

の在り方について意見を取りまとめるため、「湯来地域における

小学校・中学校の在り方検討会議（仮称）」を設置する。 

検討会議（仮称）の設置 

資料３ 


